
令和元年７月６日にっしんわいわいフェスティバル

実施結果

１　実施日時
 にっしんわいわいフェスティバル　令和元年７月６日（土）午前１０時から午後４時まで

２　調査票配布数および回答数
 （１）配布数　６８団体（対象：わいわいフェスティバルにブース出展した団体）
 （２）回答数　３２団体（４７％）

３　その他
　各団体に、「地域別ワークショップ開催決定」チラシを配布。

４　アンケート集計結果

「日進市都市マスタープラン」「日進市緑の基本計画」見直しのための
まちづくり・緑に係る活動に関する調査

ある
53%

ない
44%

未定
3%

問２：地域別ワークショップの参加意向

まちづくりに

係る活動
16%

緑に係る活動
34%

それ以外
50%

問３：団体の主たる活動分野
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NO.
問２
ＷＳ参加

問３
活動分野

問４
活動内容、活動場所、活動頻度等

問５
２０３０年までの活動上の課題

問６
団体と市との関わりについての考え

問７
その他

1 １．ある １．まちづくり
商工会、フェアトレードの普及啓発活動
等。
北小学校区。毎月マルシェあり。

フェアトレード、サステイナブル、
ＳＤＧｓ、オーガニック等の認知度向上。

在住在勤であり何か貢献したい。
まちミル博覧会にも参加。コーヒーを通じ
て
日進市を盛り上げたい。

多くの方が参加できると多様な意見が出
て
よい。実行性を具体的に話せるとよい。
地域の特色、個性が出せると面白い。

2 ２．ない ２．緑
町全体を美しく、より多くの情報を提供し、
深く考える事を目標とし、活動を広げてい
る。

緑地、公園のこれからを考えたい。
農地所有者もいるので心配は大きい。

人の和を広げていきたい。それが市のた
めになるよう活かしていきたい。

他市町では大変よく考えられ、市主導で
住宅街にリスが走るところもある。そんな
所の行政を取り入れたい。

3 ２．緑

有酸素運動の団体/東郷町で持続可能な
農法により環境、農地保全に取り組んで
いる。また、個人では各地で山、里、農地
保全に取り組んでいる。

（個人意見）保全活動に主体的に関わる
人が圧倒的に少ない。自然環境の保全は
全てつながっており、同時並行させないと
いけないということを周知したいができな
い。

山、里、海が一体となって保全がなされる
べきで、都市１つが活動しても仕方ない。

木祖村、志摩市へのツアー参加者に環境
保全は１人1人が取り組まねばならず、不
可分一体であることも伝えてほしい。ま
た、水源地保護も訴えてほしい。マンパ
ワーをどう提供するか、市民の方々に提
案してほしい。

4 ２．ない ３．それ以外 にぎわい交流会 ─
現在、市民協働課や健康課と協働してい
るが、幅広く他の部署とも関わっていきた
い。

─

5 １．ある ２．緑
農地バンク制度を利用し、旬の野菜を
作っている（本郷地区）。

旬の野菜を気軽に市民が提供する直売
所を作ってほしい。

アグリスクール中級の生徒を増やす算段
をしてほしい。田園フロンティアパーク構
想の横展開を図ってほしい。

─

6 ２．ない ３．それ以外 ─ ─ ─
御協力できませんが、ご成功をお祈りしま
す。

7 １．ある ３．それ以外 ─ ─ ─
第６次総合計画策定市民ワーキンググ
ループです。教育、共育の面からまちづく
りのお役に立てたらと思います。

8 １．ある ３．それ以外 ─ ─ ─ ─

9 １．ある ３．それ以外
市民に対する健康生活支援、災害時応援
等。

現在５０名程度だが、高齢化により参加者
が少ないため、少しでも若い方に入っても
らいたい。

市の関係行事には率先して参加したい。 役立つことがあれば参加したい。

10 １．ある １．まちづくり
アンネのバラを市内中に増やす活動。
全市、年２～３回。

情報提供の仕方、市民の皆さんへのＰＲ。
非核平和都市宣言２０周年で、アンネの
バラを公共施設７箇所に市が寄贈。毎年
増やしていくビジョンが必要。

期待感、ワクワク感いっぱいです。市民と
共にがんばりましょう。

11 ２．ない ３．それ以外 ─ ─ ─ ─

12 １．ある ３．それ以外 ─ ─ ─

公園、歩道が綺麗になるような仕事ならメ
ンバーでお手伝いしたい。苗を植えたり、
手入れをするような事ならばできると思
う。

未定
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13 ２．ない ３．それ以外 ─ ─ ─ ─

14 ２．ない ３．それ以外 市内全域　年に数回。 新会員のリクルート。 支えていただいている。 ─

15 １．ある ２．緑
笠寺山の畑、折戸の田、米野木の里山な
ど週１回。

公募提案型事業が続くこと。 市の方々の御協力に感謝しています。 ─

16 ２．ない ３．それ以外 ─ ─ ─
木陰で夏も楽しめる公園がほしい。幸い
藤塚には、ナラの木陰が美しい、どんぐり
公園があり、皆がうらやましがる。

17 １．ある ２．緑
畑２箇所にてハーブの栽培。
月１回ハーブの講習会。

─

「ゆとりのある生活を」として活動してい
る。
又、健康に関わることとして、ハーブを利
用して心にゆとりを。

─

18 ２．ない ３．それ以外 ─ ─

主にボランティア演奏活動している。
デイサービス、地域のイベント等、音楽を
通して皆さんに少しでも笑顔になってもら
いたい。

─

19 １．ある ２．緑

定例観察会　月3回（運動公園、東部丘
陵、五色園、水晶山緑地など）。
ＥＳＤ事業　年6回。
観察池周辺でゴミ拾い、草刈り等。
ヒキガエル、アカガエル等の保護活動。

観察路の草刈や雑木林の遷移をコント
ロールする人手がない。公園等の緑地の
生態系を維持保全していくための担い手
がいない。

市内に水源を有し、豊かな緑地がまとまっ
てあるが、その多くは民有地である。東部
丘陵を始め点在する緑地をビオトープと位
置づけ、市が率先して都市計画の中に緑
地保全のための施策を位置づけて実行す
べきだと考える。

学区ごとだけでなく、包括的に話し合える
場を作っていただきたい。
市内自然に関する団体が緑のマスタープ
ラン作りに参画できるようにしていいただ
きたい。
市の職員の意識の中に、自然に対する認
識を高め、できれば専門職を設けてほし
い。

20 １．ある ２．緑

わいわいフェスティバル
まちミル博覧会２回、協働事業５回
米野木駅近くで（米作りコース）共育ファー
ム体験　年５回。

拠点施設の確保
施策を推進する人材育成
横断的な行政機関の協働と機動的連携

・米づくり体験コース2019：産業振興課
・愛知県地域の魅力再発見食育推進事業
（農林水産省食料産業・６次産業化交付
金）
①日進市連携事業「食農シンポジウム」
②教育ファーム検討委員会（生涯学習課
等）
・ニート引きこもりの相談支援

産業、福祉、教育、エネルギー等、自治体
として持続可能な都会型、住緑育の総合
政策の基に目指す理想像より、創生する
自立型の都市計画と実践が急務であると
思う（その手伝いや共働、協働パートナー
シップは可能です）。

21 １．ある ３．それ以外
日東コミサロ、梨の木カフェ、口論義運動
公園、平針ホットカフェ（月１～２回）

高齢者が会場まで来るのに年々苦労する
方が増えてきている。
男性の参加が少ない。

高齢者の介護予防、健康づくり（認知機能
向上、転倒防止）に役立ち、健康寿命の
向上につながると考える。

─

22 ２．ない ３．それ以外 ─ ─ ─ ─

23 ２．ない １．まちづくり ─ ─ ─ ─

24 ２．ない ２．緑
丘陵地にある池及び湿地、林道の保全、
放棄農地の保全、池周辺に住む動植物
の保護

新池の管理及び湿地、林道の保全、湿地
見学者の受け入れと東部丘陵の大切さを
説明（湿地見学者事例：相野山小学校の
家推、岩崎町梅ノ木老人会、岩藤川自然
観察会、その他大学生のサークル団体
等）

活動範囲が広く、自然が主体で保全活動
の内容が絶えず変化、例えば草刈り、枯
木の伐採、農地の保全、植物等の盗難監
視、湿地見学者の受け入れ、保全活動の
人手が多くいるときもあり、高齢者が主体
で若い人出がいない点が問題である。

住みやすい日進市、活力のある市、緑豊
かな環境と良く言われるが、自然環境保
全活動で緑を守り、水を守り、貴重な植
物、昆虫、魚等が生息する地域をどのよう
な形で守っていくのか地域団体と行政が
関わる連携が見えていない、現在は模索
活動している。
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25 １．ある １．まちづくり

自治会活動として
①空地・空き家の除草管理（年２回）
②３つの公園の除草等美化活動（月１回）
③１丁目公園の花壇の花管理
（年２回植栽。毎日管理。花いっぱい運
動）

区内の空き地（含む不在空き家）の管理
において、所有者と連絡が取りにくい場合
がある。（枯れ草、雑草は火災の心配、花
粉の健康問題、野生害獣の問題を生ず
る）

空き地は環境課、公園管理は都市計画課
に相談している。今後もそのつど相談して
いきたい。

ゴミ集積場のゴミケージ化の推進（カラス
対策）。街路灯の整備が必要。

26 １．ある ２．緑

・総合運動公園より新池を中心とした自然
観　察、清掃活動（ごみ拾い）
・夏休み親子環境講座（ＥＳＤ事業）　にっ
しんわいわいフェスティバル参加
・市への提言、要望

2010年「保安林不許可」、業者は2015年
敗訴。新池を中心とした保全型公園計画
の具体化を一刻も早くして下さい。大変貴
重な湿地など早く守らなければ手遅れに
なる。具体的な保全計画を市民と具体化
する（先を見通し購入できる土地は購入、
手入れすべき所は整える）。

わいわいフェスティバル→今回は特にや
かましい雑然とした事業。東部丘陵を行政
と市民とでどのようにして守ったか、会場
を訪れる若いお母さんや子供たちに呼び
かけしようにも何もできなかった。世界的
な気候変動にもっと市民と行政が一体と
なって具体的な課題に取り組みたい。

ふるさと納税制度を利用して東部丘陵の
土地を購入し、自然公園を具体化してくだ
さい（市民に協力をお願いし、募金や寄付
を集める）。また、日進の広報でシリーズ
で東部丘陵にスポットを当てて、市民に貴
重さを伝えることもしてほしい。

27 ２．ない １．まちづくり

市内の子どもに関わる団体に声をかけ、
子どもの貧困に対して地域で取り組める
ことの検討、実施を目指す団体。月１回定
例会の他、参加団体による講演の隔月開
催、日進市子ども施策推進委員会への提
言書の提出などの活動をしている。

─

にこさぽには、市内の子どもに関わる団
体などが参加している。そうしたつながり
を活かし、日進市子ども施策推進委員会
への提言を行ったように、市内のニーズを
具体的にまとめ、提示したり、子ども食堂
や学習支援の立ち上げの際には何らか
の支援が行えると考えている。

─

28 １．ある ２．緑
東部丘陵の緑の公園化を目的として、自
然観察会を開いている。

会員の高齢化のため、自然消滅をしてし
まうかと思っている。50代、60代の年齢の
方で自然観察会を立ち上げるように、市
役所が人集めしてほしい。

東名高速道路より北側の緑を全て保全
し、開発しないでください。開発は困ってい
る田を使ってください（草ぼうぼう）。

─

29 １．ある ２．緑
北高上緑地保全維持管理、日進総合運
動公園外周山道整備、管理。

会員の高齢化による会の存続。 相互理解により良好だと思う。 ─

30 １．ある ３．それ以外 ─ ─ ─ ─

31 ２．ない ３．それ以外 ─ ─ ─ ─

32 ２．ない ３．それ以外 ─ ─ ─ ─



日頃は市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

日進市では、まちづくりの指針となる「日進市都市マスタープラン」及び緑地の保全や
緑化の推進に関する計画である「日進市緑の基本計画」の改定を行っております。 

つきましては、皆様の日頃からの活動のうち、まちづくり・緑に係る活動について教え
ていただくことで、「日進市都市マスタープラン」・「日進市緑の基本計画」の改定検討の
熟度を深めたいと考えております。 

調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

問1 団体名を教えてください。 

問2 日進市では裏面のとおり、「日進市都市マスタープラン」・「日進市緑の基本計画」

の地域別ワークショップを開催し、市民や市民団体の皆様から様々なご意見等をい

ただきたいと考えておりますが、参加意向があるか教えてください。（参加意向が

ある場合、連絡先をご記入ください。なお、参加は、各団体1～２名程度で、お願

いたします。） 

1 ある (連絡先：                               )

2 ない 

問3 貴団体の主となる活動分野として、該当する項目を教えてください。 

1 まちづくりに係る活動 

2 緑に係る活動 ※下の【】中から該当する活動に○印をご記入ください。 

【 山林（里山、丘陵地等）保全・ 農地保全・河川保全・まちの緑化・動植物の保全 】

3 まちづくり又は緑に係る活動以外の活動 

※以後の設問は、問 3 で「1 まちづくりに係る活動」又は「2 緑に係る活動」を回答された団体

のみ、お答えください。 

問4 貴団体の活動内容、活動場所（小学校区）、年間の活動頻度を教えてください。 

問5 令和 12年（2030年）までの間で、貴団体が活動していく上で現在考えられる課

題がありましたら教えてください。 

問6 貴団体の活動と日進市の関わりについて、貴団体の考えを教えてください。 

「日進市都市マスタープラン」・「日進市緑の基本計画」見直しのための 

まちづくり・緑に係る活動に関する調査



問7 その他、ご意見等がございましたら、教えてください。


